
ステッチ後ステッチ後

ステッチ前

（従来方法）

赤：生データ赤：生データ

緑：ステッチ後

P-V=620 nm → 69 nmP-V=620 nm → 69 nm

RMS：60 nm → 11.5 nm
ステッチ後

全ての点が連続につながっている
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恒温室内での実験恒温室内での実験



恒温室内での実験恒温室内での実験










